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副
総
理
は
「
不
適
切
だ
っ
た
」

と
弁
明
、
参
院
選
を
前
に
政
府

は
沈
静
化
に
躍
起
で
す
が
、
我

が
家
の
家
庭
不
安
は
静
ま
ら
ず

怒
り
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
▼
15

年
前
の
２
０
０
４
年
、
現
役
世

代
の
年
金
保
険
料
を
13
年
間
、

段
階
的
に
引
き
上
げ
る
「
痛

み
」
に
耐
え
れ
ば
年
金
は
安
泰

だ
と
太
鼓
判
を
押
し
て
い
た
の

は
時
の
小
泉
自
公
政
権
で
す
。

保
険
料
の
引
き
上
げ
が
終
わ
っ

た
ら
年
金
だ
け
で
は
足
り
ま
せ

ん
と
は
ま
さ
に
詐
欺
と
い
う
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
人
生
幸
朗
さ

ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
責

任
者
出
て
こ
い
！
」
で
す
。

「
年
金
１
０
０
年
安
心
」
は
な

ん
や
っ
た
ん
や
！
自
公
政
権
の

責
任
は
重
大
で
す
▼
実
質
賃
金

は
下
が
る
一
方
で
、
貯
金
は
ま

ま
な
ら
ず
、
投
資
な
ん
て
論
外

で
す
。
95
歳
ま
で
生
き
る
自
信

は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
い
ま
の
貯
金
や
っ
た
ら
○
歳

ま
で
や
な
ぁ
…
」
と
た
め
息
を

つ
く
よ
う
で
は
、
お
ち
お
ち
長

生
き
で
き
ま
せ
ん
▼
憲
法
は
す

べ
て
の
国
民
に
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
保
障
し
て
い
る
の

に
、
社
会
保
障
は
そ
っ
ち
の
け

で
兵
器
の
爆
買
い
に
は
し
る
安

倍
政
権
は
即
退
場
で
す
。
く
ら

し
を
支
え
る
安
心
の
社
会
保
障

に
す
る
た
め
に
、
ボ
ヤ
キ
で
終

わ
ら
ず
、
参
院
選
で
投
票
に
行

っ
て
政
治
を
変
え
ま
し
ょ
う
！ 

 

（
Ｔ
Ｋ
・
も
う
す
ぐ
年
金
者
）

　

人
生
１
０

０
年
時
代
、

95
歳
ま
で
生

き
る
に
は
夫

婦
で
２
千
万

円
の
蓄
え
が

必
要
と
い
う

金
融
庁
の
発

表
に
批
判
が

続
出
し
て
い

ま
す
。
麻
生

TUBUYAKI

主
な
日
程

７月１日（月）　�ストップ消費税10%・京都デモ�
18：30　京都市役所前

７月16日（火）　宵山・最賃うちわ宣伝　18：00　四条烏丸

７月19日（金）　19日の日行動　18：30京都市役所前

７月23日（火）　�最賃デモ・労働局請願行動�
14：20　御射山公園

７月23日（火）　�争議支援ビアパーティ�
18：30　さざんか亭六角店

19
日
の
日
行
動
デ
モ
で
ア
ピ
ー
ル

７
月
に
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

「『
老
後
２
０
０
０
万
円
』
自
分
で
貯
め

ろ
と
言
わ
れ
て
も
無
理
、
暮
ら
せ
る
年
金

に
」「
今
で
も
生
活
が
し
ん
ど
い
の
に
消
費

税
増
税
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
」「
低
賃
金

の
上
に
奨
学
金
返
済
で
将
来
が
見
え
な
い
、

ふ
つ
う
に
暮
ら
せ
る
賃
金
に
」「
戦
争
す
る

国
お
断
り
、
９
条
守
っ
て
」
な
ど
、
政
治
を

変
え
て
願
い
を
実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

６
年
以
上
続
い
て
い
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
、
賃
金
は
増
え
ず
、
税
や
社
会
保
障
の
負

担
が
増
え
て
、
暮
ら
し
は
ま
す
ま
す
大
変
で

す
。
強
い
も
の
、
富
裕
層
だ
け
が
豊
か
に
な

る
政
治
は
も
う
終
わ
り
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
の
一
票
が
政
治
を
変
え
る
。

そ
れ
が
選
挙
で
す
。
京
都
総
評
は
、
組
合
員

の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え
、

投
票
に
行
く
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
一
票
が
政

治
を
変
え
、生
活
の
改
善

に
つ
な
げ
る
チ
ャ
ン
ス

先
進
国
で
唯
一
賃
金
が
下
が
っ
て
い

る
の
が
日
本
で
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が

６
年
以
上
続
き
、「
景
気
が
良
く
な
っ

た
」と
政
府
は
宣
伝
し
て
い
ま
す
が
、私

た
ち
の
生
活
実
感
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

賃
金
は
上
が
ら
な
い
、
税
金
や
社
会

保
険
料
の
負
担
は
増
え
る
ば
か
り
、
年

金
は
毎
年
減
ら
さ
れ
る
、
高
い
奨
学
金

返
済
で
将
来
が
不
安
、
消
費
税
が
増
税

さ
れ
た
ら
く
ら
し
は
ど
う
な
る
の
、
私

た
ち
の
生
活
は
よ
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、

不
安
が
い
っ
ぱ
い
、
そ
れ
が
実
感
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
労
働
者
・
国
民
の
暮
ら
し
が

大
変
に
な
る
一
方
で
、
大
企
業
や
富
裕

層
は
ど
ん
ど
ん
豊
か
に
な
っ
て
い
く
、

こ
ん
な
政
治
は
も
う
終
わ
り
に
し
ま
し

ょ
う
。

９
条
改
憲
を
断
念
さ
せ
、

憲
法
が

生
か
さ
れ
る
社
会
に

自
民
党
は
今
度
の
参
議
院
選
挙
で
、

改
憲
を
争
点
に
す
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
自
民
党
の
公
約
に
は

「
憲
法
改
正
を
め
ざ
す
」
と
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

９
条
改
憲
を
許
せ
ば
、
日
本
が
ア
メ

リ
カ
と
一
緒
に
な
っ
て
世
界
の
ど
こ
へ

で
も
出
か
け
て
戦
争
で
き
る
国
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

平
和
が
す
べ
て
の
基
本
で
す
。
参
議

院
選
挙
で
、
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
の
審
判

を
下
し
ま
し
ょ
う
。

京
都
選
挙
区
予
定
候
補
に

「
公
開
質
問
状
」を

出
し
ま
し
た

京
都
総
評
は
、
参
議
院
選
挙
に
あ
た

っ
て
、
組
合
員
へ
の
情
報
提
供
と
い
う

観
点
で
、
京
都
選
挙
区
予
定
候
補
の
西

田
昌
司
さ
ん
（
自
民
党
）、
増
原
ひ
ろ

こ
さ
ん
（
立
憲
民
主
党
）、
倉
林
明
子

さ
ん
（
共
産
党
）
の
３
人
に
公
開
質
問

状
を
出
し
ま
し
た
。
期
限
ま
で
に
回
答

が
あ
っ
た
の
は
、
増
原
ひ
ろ
こ
さ
ん
と

倉
林
明
子
さ
ん
で
し
た
。

公
開
質
問
状
と
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

「
老
後
２
０
０
０
万
円
」？�

　
減
ら
な
い
年
金・暮
ら
せ
る
年
金
に
！

消
費
税
増
税
中
止
を
！

９
条
改
憲
許
す
な
！

最
賃
１
５
０
０
円
以
上
に
！

日本共産党　倉林　明子さん 立憲民主党　増原　ひろこさん 自
民
党　

西
田　

昌
司
さ
ん
は
回
答
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

質
問
１

10月の消費税増税に 反対 反対
その場合の財源につ
いて

　大企業優遇税制を是正し、中小企業並みの税負担を求めることで４兆
円、証券税制など富裕層優遇税制を是正することで３・１兆円、米軍へ
の「思いやり」予算、辺野古基地など米軍再編予算を廃止することで
4000億円の財源をつくる。

　消費税の税率アップではなく、公正な税制改革によって可処分所得の
増加を実現します。金融所得への公正な課税の仕組みの導入、所得税・
法人税の税率の多段階化（累進性強化）、相続税の改革により格差是正
を図ります。

質
問
２

全国一律最低賃金制
について 必要

必要
　中小零細企業への支援を拡充しつつ、５年以内に最低賃金を1300円に
引き上げます。

質
問
３

最低賃金時給　
1500円について 賛成 －－

引き上げる場合の必
要な施策について

　大企業による単価の買いたたきなど下請けいじめを厳しく規制し、社
会保険料の負担減免や賃金助成など中小企業の賃上げに本格的な支援を
行う。
　特に、医療・介護施設や保育所などで働く労働者の報酬引き上げと補
助金増額を実施し、国や地方自治体が結ぶ「公契約」について、生活で
きる賃金など労働条件を定める法律や条例をただちに制定する。

　中小零細企業において、最低賃金の引き上げに対応できるよう、中小
零細企業への支援を強化します。
　企業の膨大な内部留保が働き手と下請企業に回らない現状を改善し、
ボトムアップの経済を実現します。働き手の可処分所得・可処分時間を
拡大し、生活を豊かにするための消費を拡大します。あらゆる人々が生
活に必要な所得を確保できるようにし、家計消費を安定化させます。
　労働分配率の高い中小企業の事業所得を高め、賃金アップと設備投資
を誘発します。
　長時間労働でなく、人々の多様性・創造性を引き出すことで、労働生
産性を高めます。生産性の上昇によって、人口減少による消費力の減少
を補い、消費力の回復で得る経済活力を、将来にわたって持続させます。

公開質問状へのご回答のお願い 
京都地方労働組合総評議会（京都総評） 

議長 梶川 憲          

 
参議院選挙が近づいてまいりましたが、貴殿におかれましては、国民の負託にこたえるべく、日

夜、ご努力をかさねておられることと存じます。 

さて、私ども京都地方労働組合総評議会（略称・京都総評）は、約6万人の組合員を擁する京都

府におけるローカルセンターとして、京都で働く労働者の賃金・労働条件などの処遇改善、権利擁

護のために日々活動いたしております。 

このたび、参議院選挙にあたりまして、京都選挙区に立候補を予定しておられるみなさんに、労

働者にとって切実な問題についてご質問させていただき、組合員が投票する際の参考にさせていた

だきたいと考えています。寄せていただいたご回答につきましては、6月20日付で発行する京都総

評新聞に掲載させていただく予定です。ご回答をよろしくお願いします。 

なお、お書きいただいた内容はそのまま掲載するよう努力させていただきますが、何分、紙面に

限りがございますので、趣旨を変えない範囲で要約させていただくことが有りますので、その旨、

ご了承ください。 

 
質問事項Ⅰ 

本年10月に予定されている消費税の増税についてのお考えは   賛成   反対 

 
反対の場合は、財源をどうするかを簡潔にお書きください 

                                        

                                        

 
質問事項Ⅱ 

全国一律最低賃金制についてどのようにお考えですか   必要   必要でない 

 
質問事項Ⅲ 

最低賃金を1,500円以上に引き上げることについて    賛成   反対 

 
賛成の場合、引き上げるために必要さ施策について簡潔にお書きください 

                                        

                                        

 
―ご回答にあたってのお願い― 

① ご回答は、編集の都合上、6月15日までにお願いします。 

② ご回答は、郵送、FAX、メールのいずれでも結構です。 

住所   京都市中京区壬生仙念町30-2 ラボール京都 5F 

FAX   075-812-4149  Eメール sohyo@labor.or.jp 

安
倍
政
権
は
、

「
辺
野
古
へ
の
新
基

地
建
設
Ｎ
Ｏ
」
の
沖

縄
県
民
の
意
思
が
何

度
も
示
さ
れ
て
い
る

の
に
、
辺
野
古
へ
の

土
砂
投
入
を
強
行
し

続
け
て
い
ま
す
。
民

主
主
義
を
踏
み
に
じ

る
行
為
は
た
だ
ち
に

や
め
る
べ
き
で
す
。

選挙に行って
参議院選挙目前

くらしを変えよう!!

選挙・制度解説

○
○
○
○

選
挙
区
は
候
補
者
名
で

比
例
代
表
は
政
党
名
で

政
党
名
で
も
個
人
名
で
も

投
票
で
き
ま
す
。

〇
〇
〇
〇
党
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２
０
１
５
年
11
月
、
京
都
市
は
公
契
約
基
本
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
条
例
に
は
賃
金

下
限
額
の
定
め
（
賃
金
条
項
）
が
な
く
、
公
契
約
の

下
で
働
く
人
の
最
低
限
の
賃
金
を
確
保
す
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
賃
金
条
項
を
持
つ
公
契
約
条
例

へ
と
改
善
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

京
都
総
評
は
、
公
契
約
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
て

以
降
の
京
都
市
の
公
契
約
で
、
何
が
変
わ
り
、
何
が

変
わ
っ
て
い
な
い
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
賃
金
条
項

を
持
つ
、
真
の
意
味
で
の
公
契
約
条
例
制
定
へ
の
発

展
を
め
ざ
す
運
動
の
糧
に
し
よ
う
と
今
回
の
調
査
に

取
り
組
み
、
そ
の
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

京
都
総
評
が
取
り
組
ん
だ
最
低
生
計
費
調
査
（
生
活
実
態
調
査
）
と
公

契
約
実
態
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
６
月
２
日
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

２
つ
の
調
査
結
果
の
概
要
報
告
を
行
っ
た
あ
と
、
中
村
和
雄
弁
護
士
が

コ
ー
デ
ィ
ー
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
４
人
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
、
最
賃
引
き
上
げ
、
賃
金
条
項
の
あ
る
公
契
約
条
例
の
制
定
で
地
域

を
元
気
に
し
て
い
く
方
向
、
自
治
体
の
役
割
な
ど
を
考
え
あ
い
ま
し
た
。

　

各
パ
ネ
ラ
ー
の
発
言
の
概
要
と
公
契
約
実
態
調
査
報
告
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。
な
お
、
２
つ
の
調
査
の
報
告
文
書
は
京
都
総
評
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

１
７
５
通
返
送
が
あ
り
、
返
送

率
は
15
・
５
％
で
す
。
返
送
数

と
し
て
最
も
多
い
の
は
公
共
工

事
受
注
事
業
所
で
83
通
、
も
っ

と
も
返
送
率
が
高
か
っ
た
の
が

収
集
・
運
搬
で
50
・
０
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
契
約
関
係
は
、

入
札
参
加
が
最
も
高
く
約
８
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
契
約
に
関
わ
る
メ
リ
ッ
ト

の
回
答
で
は
、「
安
定
し
た
収

入
」「
業
界
で
の
ス
テ
ー
タ
ス
」

「
資
金
繰
り
が
立
つ
」
の
3
項

目
で
65
・
８
％
を
占
め
て
い
ま

す
。「
業
界
で
の
ス
テ
ー
タ

ス
」
が
上
が
る
こ
と
で
民
間
契

約
に
有
利
に
働
く
こ
と
を
考
え

る
と
、
３
項
目
と
も
経
済
的
動

機
を
メ
リ
ッ
ト
と
感
じ
て
お
ら

れ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
の
回
答
で
は
、

「
低
価
格
」「
規
制
が
厳
し
い
」

「
短
納
期
」
の
３
項
目
で
66
・

５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。「
規

制
が
厳
し
い
」
こ
と
は
、
結
果

と
し
て
製
造
原
価
を
引
き
上
げ

ま
す
。
ま
た
、「
短
納
期
」
も

下
請
代
金
や
人
件
費
が
か
さ

み
、
ど
ち
ら
も
利
益
率
の
低
下

を
招
く
要
因
と
な
り
ま
す
の

で
、「
儲
か
ら
な
い
」
こ
と
が

最
大
の
デ
メ
リ
ッ
ト
だ
と
言
え

ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
、
儲
か
ら
な
い

が
、
収
入
の
安
定
を
求
め
て
公

契
約
に
関
わ
っ
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

一
方
で
、「
京
都
市
と
適
切

な
金
額
で
契
約
が
結
べ
な
か
っ

た
こ
と
は
」
の
問
い
に
、
約
6

割
が
「
無
か
っ
た
」
と
答
え
て

い
る
こ
と
を
見
る
と
、
慎
重
に

契
約
し
て
い
る
、
も
し
く
は
、

赤
字
に
な
り
そ
う
だ
と
最
初
か

ら
入
札
等
に
参
加
し
な
い
な

ど
、
京
都
市
の
仕
事
だ
か
ら
無

理
し
て
で
も
受
注
し
よ
う
、
と

す
る
姿
勢
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
２
０
１
１
年
調
査
と
の

比
較
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
「
低

価
格
」
の
比
率
が
大
き
く
低
下

し
て
い
ま
す
。「
儲
か
ら
な

い
」
と
思
え
ば
、
最
初
か
ら
受

注
し
な
い
姿
勢
の
反
映
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

京
都
市
公
契
約
基
本
条
例
の

認
知
度
に
つ
い
て
は
、
小
規
模

な
事
業
者
ほ
ど
認
知
度
が
低

く
、
情
報
弱
者
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
を
寄
せ

た
事
業
所
の
規
模
は
、
従
業
員

が
50
人
未
満
の
事
業
所
が
74
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
調
査
と
比
較
す
る

と
、
18
・
１
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

て
い
ま
す
。
京
都
市
公
契
約
基

　

労
働
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

２
７
４
通
が
返
送
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

賃
金
に
関
す
る
質
問
の
回
答

で
は
、
２
０
１
１
年
調
査
と
比

較
す
る
と
、
平
均
賃
金
は
、
月

額
で
１
万
３
７
２
３
円（
５
・
１

％
）、日
額
で
２
２
８
２
円（
29
・

９
％
）、時
間
額
で
１
３
２
円

（
17
・
４
％
）上
昇
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
低
賃
金
、
設
計
労

務
単
価
の
引
き
上
げ
を
含
む
社

会
的
諸
条
件
に
、
上
昇
率
は
ほ

ぼ
一
致
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

時
間
額
の
最
頻
値
が
京
都
の
最

低
賃
金
８
８
２
円
に
貼
り
つ
い

て
い
る
点
を
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

時
間
額
賃
金
が
最
低
賃
金
に

貼
り
つ
い
て
い
る
こ
と
を
見
る

と
、「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
」
を
生
み
出
す
基
本
構
造
は

何
ら
改
善
さ
れ
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
点
か
ら
京
都
市

公
契
約
基
本
条
例
は
、
そ
の
目

的
を
果
た
し
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
言
え
ま
す
。
そ
れ

は
、
京
都
市
公
契
約
基
本
条
例

が
「
賃
金
条
項
」
を
持
た
な
い

こ
と
に
最
大
の
問
題
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
受
注
状
況
も
、

労
働
者
の
処
遇
も
、「
公
契
約
基

本
条
例
が
で
き
て
も
何
も
変
わ

っ
て
い
な
い
」と
い
う
の
が
、ア

ン
ケ
ー
ト
集
約
と
分
析
を
行
っ

て
き
た
私
た
ち
の
結
論
で
す
。

　

京
都
総
評
は
、
こ
の
調
査
結

果
を
も
と
に
、
公
契
約
基
本
条

例
の
改
正
、
賃
金
条
項
を
持
つ

真
の
公
契
約
条
例
の
制
定
に
向

け
、
一
層
要
求
運
動
に
奮
闘
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

本
条
例
第
１
条
で
「
市
内
中
小

企
業
の
受
注
等
の
機
会
の
増

大
」
を
条
例
の
目
的
の
ひ
と
つ

と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
結
果
を
見
る
と
、
目
的
が
充

分
果
た
せ
て
い
な
い
と
言
え
ま

す
。

儲
か
ら
な
い
が
、収
入
の
安
定
を
求
め
て

公
契
約
に
関
わ
っ
て
い
る
?!

「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」を
生
み
出
す

基
本
構
造
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い

50人未満の事業所の声
（アンケート自由記載欄より）

＊�今で借入が多く大変なので
まともな小さい会社は続き
ません
＊�弱小企業は行政の仕事が取
れない／適正な利潤が生ま
れない／零細企業が倒産し
てします。
＊�京都市はエリア以外の業者
の参入が多く地元商業の衰
退をまねく（地元業者優先
でいくべき）
＊�災害の時廻れる余裕がなく
なる

京
都
市
公
契
約
条
例
は

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
か
？

京
都
市
公
契
約
実
態
調
査
報
告
の
概
要

同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
に

賃
金
だ
け
違
う
の
は
お
か
し
い

低
賃
金
と
慢
性
的
な
人
手

不
足
の
福
祉・保
育
の
現
場

日
本
経
済
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

に
は
車
が
必
要
と
な
り
、
車
を

持
つ
と
維
持
費
が
か
か
る
の

で
、
結
局
生
計
費
は
全
国
で
ほ

と
ん
ど
差
は
な
い
と
い
う
の
が

こ
の
間
の
調
査
結
果
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
民
党
の
最
低
賃
金
一
元

化
議
連
が
で
き
た
背
景
は

　

自
民
党
の
最
低
賃
金
一
元
化

の
議
連
が
で
き
た
。
な
ぜ
そ
う

い
う
の
が
で
き
た
か
と
い
う

と
、
地
方
レ
ベ
ル
で
は
ど
ん
ど

ん
人
が
い
な
く
な
っ
て
、
特
に

若
い
人
を
中
心
に
い
な
く
な
っ

て
働
き
手
が
都
会
へ
流
出
し
て

し
ま
っ
て
い
る
。
働
き
手
が
い

な
い
か
ら
と
外
国
人
労
働
者
を

無
制
限
に
入
れ
る
よ
う
な
法
改

正
を
し
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も

最
低
賃
金
が
高
い
と
こ
ろ
へ
逃

げ
ち
ゃ
う
。
だ
か
ら
地
方
で
は

そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
働
く
人
を

増
や
し
た
い
と
い
う
要
求
が
、

議
員
の
と
こ
ろ
に
上
が
っ
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
今
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
い
か
に
労

働
者
を
安
く
使
っ
て
利
益
を
上

　

日
本
経
済
の
現
状
は
、
資
本

金
10
億
円
以
上
の
大
企
業
の
労

働
分
配
率
は
２
０
１
１
年
度
は

60
・
６
％
だ
っ
た
の
が
、
わ
ず

か
５
年
後
の
２
０
１
６
年
度
に

は
52
・
８
％
に
低
下
し
て
い

る
。
代
わ
り
に
株
主
配
当
が
急

増
し
て
い
る
。
内
部
留
保
の
積

み
上
げ
、
法
人
税
減
税
な
ど
で

労
働
者
へ
の
分
配
が
低
水
準
に

な
っ
て
い
る
。

　

税
金
や
社
会
保
険
料
と
し
て

吸
い
上
げ
ら
れ
た
も
の
が
ど
う

使
わ
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、

社
会
保
障
や
医
療
制
度
の
改
悪

で
給
付
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い

る
。
生
活
の
た
め
に
使
う
財
源

が
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
東
京
と
地
方
の
格

差
が
ど
ん
ど
ん
ひ
ろ
が
っ
て
い

て
、
東
京
一
極
集
中
が
止
め
ら

れ
て
い
な
い
。
本
社
に
所
得
が

移
転
さ
れ
、
地
方
に
お
金
が
回

っ
て
い
な
い
。
観
光
客
が
い
っ

ぱ
い
来
る
か
ら
景
気
が
い
い
と

い
う
の
は
ま
っ
た
く
根
拠
の
な

い
こ
と
。
こ
う
し
た
こ
と
が
今

の
実
態
で
す
。

雇
用
者
報
酬
が
減
っ
て

い
る
の
は
日
本
だ
け

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
結
果
、
通

貨
供
給
は
４
倍
に
増
え
た
が
、

株
価
、大
企
業
の
純
利
益
、内
部

留
保
が
増
え
た
だ
け
。
ド
ル
ベ

ー
ス
で
み
る
と
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
マ
イ
ナ
ス
で
日
本
全
体
の
経

済
が
よ
く
な
っ
て
い
な
い
。
一

部
の
大
企
業
や
資
産
家
だ
け
は

確
実
に
富
を
得
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

最
大
の
問
題
は
雇
用
者
報
酬

・
賃
金
・
社
会
保
障
給
付
の
削

減
と
増
税
・
社
会
保
険
料
の
負

担
増
で
、
最
低
生
活
費
を
割
り

込
む
生
活
困
難
者
が
続
出
し
て

い
る
こ
と
で
す
。

　

総
雇
用
者
報
酬
は
日
本
だ
け

が
減
っ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
し
て
い
る
ド

イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス
は

総
雇
用
者
報
酬
が

上
昇
し
て
い
る
。

要
は
、
内
部
留
保

や
株
主
配
当
に
持

っ
て
い
く
の
が
日

本
は
多
す
ぎ
る
、

日
本
の
異
常
性
で

す
。
そ
し
て
、
税

制
度
が
極
め
て
不

公
正
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

安
倍
政
権
に
な

っ
て
か
ら
企
業
の

内
部
留
保
は
年
平

均
32
・
３
兆
円
積

み
増
し
さ
れ
て
い

る
が
、
非
正
規
の

正
規
化
、
最
賃

１
５
０
０
円
の
実

現
、
月
額
２
万
円

の
賃
上
げ
の
必
要

額
が
31
・
５
兆
円
。

内
部
留
保
の
一
部

を
取
り
崩
せ
ば
、

こ
れ
ら
を
実
現
す

る
の
に
十
分
な
財

源
が
あ
り
ま
す
。

　

建
設
業
者
で
は
、
公
共
工
事

に
は
最
低
制
限
価
格
が
あ
り
、

設
計
予
算
の
90
％
を
切
る
と
失

格
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
と
い
わ
れ
、

入
札
で
き
な
い
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
公
共
工
事
で
は
ダ

ン
ピ
ン
グ
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
設
計
労
務
単
価
が

こ
の
間
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
公
共
工
事

で
は
、
賃
金
も
相
当
い
い
計
算

に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
民
間

契
約
の
方
は
安
値
競
争
に
な
っ

て
い
て
、
公
共
工
事
で
儲
け
て

も
民
間
契
約
で
は
大
変
な
の

で
、
経
営
は
大
変
に
な
っ
て
い

る
。

　

公
契
約
で
一
番
最
悪
な
状
態

に
置
か
れ
て
い
る
の
は
人
件
費

の
部
分
で
の
発
注
を
さ
れ
る
役

務
で
す
。
公
契
約
の
役
務
の
と

こ
ろ
で
は
一
般
競
争
入
札
で
、

毎
年
契
約
を
取
る
た
め
に
毎
年

毎
年
少
し
ず
つ
賃
金
を
引
き
下

げ
て
入
札
し
、
前
年
実
績
よ
り

安
く
請
け
負
う
こ
と
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

　

つ
ま
り
、
賃
金
引
き
下
げ
が

公
契
約
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
公
契
約
条
例
に
賃
金
の
下

限
が
な
い
の
が
大
き
な
問
題
だ

と
思
い
ま
す
。

労
働
組
合
も

視
点
を
変
え
て

　

経
営
者
は
経
営
者
と
し
て
の

具
体
的
役
割
を
し
っ
か
り
果
た

す
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。

　

労
働
組
合
も
も
っ
と
横
断
型

に
物
事
を
考
え
ら
れ
な
い
の
か

と
思
う
の
で
す
。
事
業
内
組
合

と
い
う
の
は
日
本
で
は
完
全
に

行
き
詰
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン
と
言
っ

て
、
電
気
工
事
士
な
ら
電
気
工

事
士
の
労
働
組
合
を
つ
く
る
と

い
う
こ
と
が
大
事
で
、
も
っ
と

専
門
業
種
毎
の
労
働
組
合
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
ワ

ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン
と
オ
ー
ナ

ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン
が
し
っ
か
り
と

連
携
し
あ
っ
て
、
自
分
た
ち
の

環
境
を
変
え
て
い
く
、
そ
し
て

政
治
問
題
に
ま
で
発
展
さ
せ
て

い
く
と
い
う
よ
う
に
視
点
を
変

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

げ
る
か
と
い
う
も
の
に
な
っ
て

い
て
、
最
低
賃
金
を
上
げ
る
と

困
る
と
い
う
勢
力
も
あ
る
が
、

確
実
に
最
低
賃
金
一
元
化
を
求

め
る
声
が
自
民
党
に
上
が
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

韓
国
の
運
動
に
学
ん
で
、

運
動
を
広
げ
よ
う

　

韓
国
は
今
、
急
速
に
最
低
賃

金
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
文
在
寅
（
ム
ン
・
ジ
ェ
イ

ン
）
大
統
領
が
大
統
領
選
挙
の

公
約
で
最
低
賃
金
を
1
万
ウ
ォ

ン
に
あ
げ
る
と
掲
げ
て
い
た
こ

と
が
あ
る
け
れ
ど
、
実
は
す
べ

て
の
大
統
領
選
挙
の
候
補
者
が

最
低
賃
金
を
１
万
ウ
ォ
ン
に
あ

げ
る
と
公
約
し
て
い
た
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
韓
国
で
は
最
低

賃
金
を
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
国
民
的
な
合
意
が
形

成
さ
れ
て
い
く
中

で
、
ど
の
候
補
者

も
公
約
に
挙
げ
て

い
た
の
で
す
。
そ

う
し
た
背
景
に

は
、
韓
国
に
は
労

働
団
体
や
女
性
団

体
、
市
民
団
体
な

ど
様
々
な
団
体
が

入
っ
た
「
最
低
賃

金
連
帯
」
と
い
う

団
体
が
あ
り
、
そ

こ
が
、
世
論
を
喚

起
し
て
、
最
低
賃

金
が
低
す
ぎ
る
か

ら
全
国
一
律
で

１
万
ウ
ォ
ン
に
引

き
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
運
動
を
ひ
ろ
げ
た
結
果
な

の
で
す
。

　

当
然
、
急
激
に
最
低
賃
金
を

上
げ
る
と
中
小
企
業
を
中
心
に

つ
い
て
い
け
な
く
な
る
の
で
、

韓
国
の
場
合
は
、
中
小
企
業
に

対
し
て
補
助
金
を
つ
け
る
、
社

会
保
険
料
を
減
免
す
る
な
ど
の

施
策
を
と
り
、
こ
う
い
う
と
こ

ろ
に
お
金
を
つ
け
て
、
最
低
賃

金
を
上
げ
ら
れ
る
環
境
を
国
が

つ
く
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
韓
国

だ
け
で
な
く
最
低
賃
金
を
上
げ

て
き
た
諸
外
国
で
も
や
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。

　

日
本
で
も
最
低
賃
金
引
き
上

げ
の
世
論
を
も
っ
と
も
っ
と
大

き
く
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
、

そ
し
て
中
小
・
零
細
事
業
者
へ

の
支
援
施
策
を
抜
本
的
に
改
善

さ
せ
る
取
り
組
み
が
重
要
で

す
。

果
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
最
低
賃
金
に

く
っ
つ
い
て
い
る
。
同

じ
仕
事
を
し
て
い
て
、

売
っ
て
い
る
物
の
値
段

や
サ
ー
ビ
ス
の
値
段
も

同
じ
な
の
に
、
労
働
者

の
賃
金
だ
け
が
違
っ
て

い
る
と
い
う
の
は
、
最

低
賃
金
が
バ
ラ
バ
ラ
だ

か
ら
。
看
護
師
や
介
護

士
の
賃
金
は
診
療
報
酬

や
介
護
報
酬
で
決
ま
っ

て
い
る
の
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
最
低
賃
金

に
く
っ
つ
い
て
、
東
京

や
神
奈
川
は
一
番
高
く

て
最
低
賃
金
の
ラ
ン
ク

が
低
い
と
こ
ろ
は
低
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

物
価
は
全
国
ど
こ
で

も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

く
て
、
違
う
の
は
住
居

費
・
家
賃
だ
け
で
す

が
、
地
方
で
は
住
居
費

・
家
賃
は
低
い
け
れ

ど
、
ふ
つ
う
に
暮
ら
す

　

全
国
一
律
の
最
低
賃
金
が
必

要
だ
と
い
う
点
で
、
全
国
チ
ェ

ー
ン
店
の
時
給
調
査
を
し
た
結

札幌市 1,500 円
青森市 1,441 円

山形市 1,469 円

仙台市 1,474 円

福島市 1,480 円

静岡市 1,644 円

名古屋市 1,513 円

秋田市 1,446 円

盛岡市 1,524 円新潟市 1,613 円

京都市 1,639 円

山口市 1,612 円

福岡市 1,517 円

さいたま市 1,613 円

全国どこでも変わらない生計費（男性・月150時間労働）

全
国
一
律
最
賃
制
と
最
賃
１
５
０
０

円
以
上
の
実
現
の
た
め
に

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授

中
澤
　
秀
一
さ

ん

経
済・財
政
政
策
の
基
本
を
変
え
て
、

地
域
経
済
を
元
気
に
し
て
い
く
に
は

京
都
橘
大
学
教
授

岡
田
　
知
弘
さ

ん

公
契
約
条
例
に
賃
金
の
下
限
が

な
い
の
が
大
き
な
問
題

京
都
府
電
気
工
事
協
同
組
合
元
代
表
理
事

藤
井
　
正
さ

ん

最
賃
、公
契
約
、社
会
的
な
賃
金
闘

争
は
労
働
者
の
尊
厳
を
守
る
運
動

全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
京
都
地
方
本
部
書
記
長

土
田
　
昭
一
さ

ん

　

福
祉
・
保
育
労
働
者
の
賃
金

は
、
全
産
業
平
均
と
比
べ
る
と

８
～
９
万
円
も
少
な
い
。
介
護

保
険
が
導
入
さ
れ
た
２
０
０
０

年
以
降
、
公
的
責
任
が
大
き
く

後
退
し
、
経
営
の
不
安
定
化
、

募
集
し
て
も
人
が
こ
な
い
と
い

う
状
況
が
広
が
り
、
職
員
不
足

で
、
施
設
を
閉
鎖
す
る
と
こ
ろ

も
で
て
き
て
い
る
。
労
働
者
の

処
遇
改
善
が
社
会
福
祉
を
継
続

し
て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
最
低
生
計
費
調
査
の

結
果
で
月
額
約
24
万
５
０
０
０

円
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
京

都
市
の
民
間
保
育
労
働
者
の
賃

金
水
準
は
全
国
的
に
も
高
い
け

れ
ど
、
そ
れ
で
も
大
卒
25
歳
で

22
万
３
０
０
０
円
。
学
童
保
育

・
児
童
館
の
職
員
で
は
、
22
歳

大
卒
で
仕
事
を
始
め
て
、
額
面

25
万
円
に
な
る
ま
で
20
年
ほ
ど

か
か
る
と
い
う
実
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。

経
営
者
、利
用
者・
家
族
、未
組
織

労
働
者
と
の
共
同
を
ひ
ろ
げ
て

　

経
営
者
と
は
、
人
手
不
足
で

事
業
が
な
り
た
た
な
い
と
い
う

こ
と
や
人
手
不
足
の
最
大
の
問

題
が
賃
金
が
低
す
ぎ
る
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
か
な
り
一
致

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
賃
金
は
「
底
が
抜

け
て
い
る
」
状
態
な
の
で
、
ま

ず
そ
こ
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て

い
く
と
い
う
意
味
で
、
公
契
約

を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
面
は
来
春
の
京
都
市
長
選

挙
で
市
長
を
変
え
て
賃
金
条
項

の
あ
る
公
契
約
条
例
を
つ
く
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
公

契
約
の
問
題
や
最
低
賃
金
の
問

題
が
ま
だ
ま
だ
組
合
員
一
人
ひ

と
り
に
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い

う
状
況
で
は
な
い
の
で
、
今
回

の
実
態
調
査
を
機
に
、
改
め
て

公
契
約
の
大
切
さ
や
必
要
性
を

理
解
し
て
い
け
る
よ
う
に
運
動

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

福
祉
・
保
育
の
分
野
で
は
経

営
者
と
の
共
同
、
そ
し
て
利
用

者
、
家
族
、
当
事
者
の
人
た
ち

と
の
共
同
も
大
事
で
す
。
ま

た
、
未
組
織
労
働
者
も
含
め
て

幅
広
い
運
動
を
ひ
ろ
げ
て
、
最

低
賃
金
引
上
げ
と
賃
金
条
項
の

あ
る
公
契
約
条
例
の
制
定
へ
取

り
組
み
を
す
す
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

フ
ト
コ
ロ
を
あ
た
た
め
て
地

域
を
元
気
に
、と
い
う
視
点
で

　

賃
金
上
げ
て
い
こ
う
と
職
場

で
議
論
す
る
と
、
保
育
で
い
う

と
保
護
者
の
賃
金
が
上
が
っ
て

な
い
の
に
、
私
た
ち
の
賃
金
を

あ
げ
て
く
れ
と
は
言
え
な
い
と

い
う
声
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の

時
に
、
フ
ト
コ
ロ
あ
た
た
め
て

地
域
を
元
気
に
し
て
い
く
と
い

う
視
点
で
、
自
分
た
ち
の
賃
金

を
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は

自
分
た
ち
だ
け
の
利
益
で
は
な

く
て
、
地
域
経
済
を
改
善
し
て

い
く
し
、
そ
の
こ
と
で
保
護
者

の
賃
金
も
好
循
環
さ
せ
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
意

思
統
一
し
な
い
と
い
け
な
い
。

福
祉
・
保
育
の
現
場
は
地
域
密

着
型
の
雇
用
に
な
っ
て
い
る

し
、
直
接
地
域
を
潤
し
て
い
く

事
業
体
に
な
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
地
域
に
好
循
環
を
つ
く
る

こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
視
点
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
原
点
に
生
計
費
原
則
を

徹
底
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
う
の
と
、
労
働
者
・
人
間

と
し
て
の
尊
厳
を
守
り
維
持
し

て
い
く
運
動
が
、
最
低
賃
金
引

上
げ
、
公
契
約
、
社
会
的
な
賃

金
闘
争
だ
と
い
う
こ
と
を
位
置

づ
け
な
お
し
て
、
全
体
の
底
が

上
が
っ
て
い
く
運
動
に
つ
な
げ

て
い
く
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

賃
金
引
き
下
げ
が
公
契

約
で
つ
く
ら
れ
て
い
る

賃
金
を
上
げ
て
、

地
域
経
済
を
元
気
に

　

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

　

賃
金
が
上
っ
た
ら
地
域
経
済

は
元
気
に
な
る
。
そ
れ
は
、
賃

金
が
上
が
れ
ば
買
い
物
や
旅
行

な
ど
に
使
っ
て
、
地
域
に
お
金

が
回
る
か
ら
で
す
。
京
都
府
で

最
賃
を
１
５
０
０
円
に
し
た
場

合
、
対
象
は
32
・
５
万
人
で
年

間
賃
金
増
加
額
は
２
３
９
２
億

円
、
消
費
需
要
増
加
額
は

１
５
５
７
億
円
に
な
り
、
こ
れ

が
地
域
経
済
を
循
環
し
て
い

く
。
商
売
に
役
に
立
つ
し
、
生

産
も
誘
発
し
て
い
く
、
さ
ら
に

税
金
が
増
え
て
い
く
、
長
時
間

労
働
し
な
く
て
す
む
の
で
恋

愛
、
結
婚
も
で
き
る
、
子
ど
も

を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
る
。
地

域
社
会
全
体
を
持
続
可
能
な
形

で
維
持
で
き
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
経
済
・
財
政

政
策
の
基
本
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
大
事
に
な
っ
て
お
り
、
国

の
レ
ベ
ル
で
は
公
契
約
法
が
ど

う
し
て
も
必
要
で
あ
る
し
、
最

低
賃
金
の
全
国
一
律
化
が
必
要

で
す
。

　

自
治
体
の
役
割
と
し
て
は
、

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
、
公

契
約
条
例
の
制
定
と
活
用
が
必

要
。
ま
た
、
大
企
業
に
地
域
貢

献
を
求
め
る
と
と
も
に
、
地
元

企
業
振
興
の
た
め
に
地
元
発
注

を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

カ
ギ
に
な
る
の
は
、「
地
域

力
を
つ
け
る
労
働
運
動
」。
こ

れ
は
、
職
場
で
の
賃
金
闘
争
だ

け
で
は
な
く
て
、
地
域
全
体
の

教
育
や
福
祉
の
再
配
分
に
伴
う

財
源
を
確
保
し
て
い
い
環
境
を

各
地
域
地
域
に
つ
く
っ
て
い
く

た
め
に
、
労
働
組
合
だ
け
で
は

な
く
、
経
済
団
体
、
市
民
団

体
、
専
門
家
も
入
っ
て
地
域
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
っ
て
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
運
動
。
こ
う

し
た
運
動
で
自
治
体
と
交
渉
し

て
い
く
力
を
つ
け
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

最低賃金　時給1500円以上に
賃金条項のある公契約条例を

フトコロあたため京都を元気にシンポジウム

パ
ネ
ラ
ー
の
話
を
熱
心
に
聞
く
参
加
者

閉
会
あ
い
さ
つ
で
京
商
連
・
池
田
事
務
局
長
は
、「
今
回
の
シ
ン

ポ
で
改
め
て
最
低
賃
金
引
き
上
げ
、
真
の
公
契
約
条
例
の
必
要

性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
力
を
あ
わ
せ
て
実
現
目
指
し
て
運

動
を
す
す
め
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
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先
ご
ろ
、
京
都
府
下
で
お

こ
な
わ
れ
た
生
活
実
態
調
査

に
よ
っ
て
、
最
低
生
計
費
が

若
年
単
身
者
で
１
６
０
０
円

を
超
え
る
報
告
が
さ
れ
た
。

調
査
報
告
を
さ
れ
た
中
澤
秀

一
静
岡
県
立
大
学
准
教
授
に

よ
る
と
、
カ
ツ
カ
ツ
ギ
リ
ギ

リ
の
生
活
で
は
な
く
、
健
康

を
維
持
で
き
る
食
生
活
や
映

画
鑑
賞
、
友
人
た
ち
と
の
飲

み
会
に
参
加
す
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て

「
余
暇
を
楽
し
む
」
と
い
う

こ
と
ば
が
よ
く
言
わ
れ
た
。

現
在
は
ど
う
だ
ろ
う
。
余
暇

を
楽
し
む
に
は
、
知
識
も
技

術
も
必
要
だ
と
い
う
。「
デ
キ

る
人
」
は
仕
事
も
余
暇
も
効

率
的
だ
と
い
う
。「
デ
キ
る

人
」
に
な
る
こ
と
が
重
要
だ

と
私
た
ち
は
思
い
込
ん
で
い

る
。
個
々
で
完
結
す
る
こ
と

を
良
し
と
す
る
傾
向
が
あ
る

が
、
鷲
田
清
一
氏
は
、
そ
れ

は
仕
事
全
体
の
一
部
で
し
か

な
い
。
全
体
を
知
れ
ば
、
支

え
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
と
い
う
。
生
き
が
い
か
ら

説
き
起
こ
し
、
現
在
の
は
た

ら
き
か
た
や
社
会
像
を
分
析

し
て
い
く
。
最
後
に
、
補
章

で
あ
ら
た
め
て
は
た
ら
く
こ

と
の
意
味
を
問
う
。『
希
望

の
編
み
な
お
し
』
と
い
う
表

現
で
、
あ
ら
た
な
生
き
か
た

を
示
唆
し
て
い
る
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

（
以
下
、「
給
付
金
」）
は
２

０
１
２
年
、
税
と
社
会
保
障

一
体
改
革
（
同
年
８
月
成

立
）
と
同
時
期
の
11
月
16
日

に
成
立
し
、
施
行
日
は
２
０

１
５
年
10
月
１
日
（
消
費
税

を
10
％
に
引
き
上
げ
る
日
）

と
さ
れ
ま
し
た
。

給
付
金
の
受
給
に
は
条
件

が
あ
り
①
65
歳
以
上
の
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
者
で
あ
る

こ
と
②
前
年
の
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
と
そ
の
他
の
所

得
（
給
与
所
得
や
利
子
所
得

な
ど
）
と
の
合
計
額
が
、
老

齢
基
礎
年
金
満
額
相
当
（
約

78
万
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

③
同
一
世
帯
の
全
員
が
市
町

村
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
給
付
額

は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
満
額

受
給
者
の
場
合
で
月
額
５
０

０
０
円
で
す
。

給
付
金
の
所
得
要
件
を
満

た
さ
な
い
受
給
者
で
も
、
所

得
総
額
で
の
逆
転
防
止
の
た

め
、
前
年
の
収
入
金
額
等
の

合
計
額
が
約
88
万
円
ま
で
で

あ
れ
ば
補
足
的
な
給
付
が
受

給
で
き
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者
も

条
件
を
満
た
せ
ば
受
給
で
き

ま
す
。

給
付
金
は
こ
れ
ま
で
消
費

税
の
10
％
へ
の
引
き
上
げ
が

２
回
延
期
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
現
在
ま
で
施
行
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
同
時

期
に
成
立
し
た
年
金
の
受
給

資
格
期
間
を
25
年
間
か
ら
10

年
間
に
短
縮
す
る
制
度
は
、

消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ

が
条
件
で
し
た
が
２
０
１
７

年
８
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
支
援
給
付
金
も
消

費
税
増
税
と
切
り
離
し
、
す

ぐ
実
施
す
べ
き
で
す
。

消
費
税
増
税
は
正
当
化

で
き
な
い
。安
心
し
て
老

後
を
暮
ら
せ
る
年
金
に

高
齢
者
の
生
活
は
、
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
な
ど
年
金

を
下
げ
続
け
る
制
度
で
厳
し

さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
通

常
、
年
金
収
入
は
す
べ
て
消

費
に
回
る
た
め
、
消
費
税
が

２
％
引
き
上
が
れ
ば
年
金
が

２
％
下
が
る
の
と
同
じ
で
、

約
80
万
円
の
年
金
で
１
万
６

０
０
０
円
の
負
担
増
に
な
り

ま
す
。
給
付
金
を
支
給
す
る

か
ら
と
消
費
税
増
税
を
正
当

竹
下
　
敦
子

京
都
生
協
パ
ー
ト
職
員
労
働
組
合
　
書
記
長

わたしの
オススメ

本 『
だ
れ
の
た
め
の
仕
事�

�

労
働
vs
余
暇
を
超
え
て
』

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
消
費

税
増
税
と
切
り
離
し
早
期
実
施
を

年
金
者
組
合
京
都
府
本
部
　
副
委
員
長
　
森
脇
芳
男

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

は
す
ぐ
に
実
施
す
べ
き

５シリーズ
消費税の
ココが問題

化
す
る
こ
と
は
許
せ
ま
せ

ん
。政

府
は
年
金
を
下
げ
続
け

「
老
後
の
生
活
に
は
２
０
０

０
万
円
不
足
し
ま
す
」
と
言

い
出
し
ま
し
た
。
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
制
を
や
め
さ

せ
、
減
ら
な
い
年
金
の
仕
組

み
を
実
現
さ
せ
、
す
べ
て
の

国
民
が
安
心
し
て
老
後
を
暮

ら
せ
る
よ
う
最
低
保
障
年
金

制
度
の
創
設
な
ど
高
齢
者
に

や
さ
し
い
社
会
保
障
制
度
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
し
よ
う
。

広島、長崎に原爆が投下されてから74年の
夏を迎えます。
2020年、被爆75年の節目の年を前に開かれ
る今年の世界大会は、「生きているうちに核
兵器のない世界の実現を」という被爆者の願
いをかなえるうえで、これまでにもまして大

きな意義を持っています。
各組織で、「核兵器のない世界」への情勢
と展望を学び、「ヒバクシャ国際署名」に取
り組むとともに、世界大会に代表を派遣しま
しょう。
� （詳細は、京都総評まで）

た
だ
け
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
に
対

す
る
様
々
な
思
い
や
弥
栄
病
院

に
産
科
医
師
が
配
属
さ
れ
た
こ

と
へ
の
喜
び
や
、
近
く
に
耳
鼻

科
が
な
く
遠
方
ま
で
い
か
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
、
北
部
地
域
で

も
空
き
家
が
増
え
困
っ
て
い
る

等
々
率
直
な
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
当
日
だ
け
で

１
０
０
件
を
超
え
る
ア
ン
ケ
ー

ト
が
集
ま
り
ま
し
た
。

北
部
地
域
住
民
の

要
求
の
前
進
め
ざ

し
て

３
日
は
８
コ
ー
ス
に
わ
か
れ

て
自
治
体
と
医
療
機
関
へ
の
訪

問
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
で

す
。
自
治
体
訪
問
で
は
、
介
護

関
係
の
職
員
確
保
の
苦
労
や
国

保
の
課
題
等
意
見
交
換
し
ま
し

た
。
ま
た
、
高
齢
者
の
通
院
等

で
の
移
動
手
段
確
保
で
は
、
先

進
事
例
が
あ
れ
ば
参
考
に
し
て

施
策
に
反
映
さ
せ
た
い
、
住
民

の
意
見
を
教
え
て
も
ら
い
た
い

と
情
報
交
換
の
時
間
と
も
な
り

ま
し
た
。

医
療
機
関
の
訪
問
で
は
、
医

師
、
看
護
師
の
確
保
が
常
に
課

題
。
国
が
示
し
て
い
る
地
域
医

療
構
想
が
地
域
の
実
態
に
合
っ

て
い
る
の
か
疑
問
で
あ
る
等
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
10
月
の
消
費
税
の
引
き
上

げ
は
持
ち
出
し
が
増
え
る
こ
と

と
な
り
、
厳
し
く
な
る
と
の
声

も
あ
り
ま
し
た
。

調
査
に
参
加
し
た
方
か
ら

は
、
行
政
に
対
す
る
意
見
を
持

っ
て
い
る
が
、
言
っ
て
も
ど
う

し
よ
う
も
な
ら
な
い
。
減
免
制

度
等
知
ら
な
い
方
が
ほ
と
ん

ど
。
だ
か
ら
、
運
動
を
広
げ
知

ら
せ
改
善
さ
せ
る
取
り
組
み
が

必
要
だ
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま

し
た
。
６
月
末
ま
で
に
集
め
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、
政

策
作
り
と
自
治
体
要
請
を
通
じ

て
、
北
部
地
域
住
民
の
要
求
の

前
進
を
め
ざ
し
て
行
き
ま
す
。

６
月
２
日
～
３
日
に
実
行
委

員
会
に
よ
る
京
都
府
北
部
・
医

療
と
介
護
実
態
調
査
が
５
年
ぶ

り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
日

は
、
京
都
橘
大
学　

高
山
一
夫

教
授
か
ら
調
査
の
意
義
と
情
勢

に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
い
た

の
ち
、
50
人
の
メ
ン
バ
ー
が
二

人
一
組
と
な
っ
て
訪
問
に
よ
り

聞
き
取
り
調
査
に
む
か
い
ま
し

た
。突

然
の
訪
問
だ
っ
た
の
で
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
お
宅
が
し
っ

か
り
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て

い
た
だ
き
、
30
分
以
上
お
話
い

書名・だれのための
仕事　労働vs余暇
を超えて
出版社・�講談社学術

文庫
著者・鷲田清一
定価・760円＋税

久美浜病院での懇談

北部地域住民の実態を
リアルにつかむ　　　

京都社保協 副議長　南 博之
～北部・医療と介護の実態調査の取り組み～

く
、
教
育
・
研
究
活
動
を
重
視

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

京
都
で
、
そ
し
て
全
国
で
活

躍
さ
れ
た
寺
間
さ
ん
を
偲
び
、

意
思
を
受
け
継
い
で
が
ん
ば
ろ

う
と
、
寺
間
誠
治
さ
ん
を
語
り

偲
ぶ
会
が
、
６
月
15
日
、
ラ
ボ

ー
ル
で
行
わ
れ
、
故
人
ゆ
か
り

の
人
た
ち
が
多
数
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

京
都
総
評
の
梶
川
議
長
が
呼

び
か
け
人
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
、
５
人
の
方
か
ら
お
別
れ
の

言
葉
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

バ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
演

奏
の
中
、
全
員
が
献
花
を
行
い

ま
し
た
。

寺
間
さ
ん
は
、「
手
の
届
く
と

こ
ろ
か
ら
革
新
統
一
を
」
を
い

つ
も
大
事
に
活
動
さ
れ
て
こ
ら

れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
改
め

て
、「
歴
史
に
学
び
、
新
た
な
飛

躍
を
」
め
ざ
し
て
が
ん
ば
ろ
う

と
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

全
労
連
の
常
任
幹
事
と
し

て
、
組
織
局
長
や
総
合
政
策
局

長
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た
、
寺
間

誠
治
さ
ん
（
京
都
国
公
出
身
、

歴
史
に
学
び

�

新
た
な
飛
躍
を

京
都
総
評
の
元
特
別
常
任
幹

事
）
が
今
年
２
月
２
日
に
急
逝

さ
れ
ま
し
た
。

寺
間
さ
ん
は
、
１
９
６
９
年

寺
間
誠
治
さ
ん
を
語
り
偲
ぶ
会

に
京
都
国
公
の
書
記

と
な
り
、
京
都
国
公

の
事
務
局
長
な
ど
を

歴
任
し
て
、
京
都
の

労
働
運
動
に
奮
闘
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
、
全

労
連
結
成
時
に
京
都

総
評
か
ら
全
労
連
常

任
幹
事
に
派
遣
さ

れ
、
全
労
連
の
役
員

と
し
て
奮
闘
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、

労
働
運
動
だ
け
で
な

寺間さんを偲んで献花

2019年８月７日（水）
～９日（金）

昨年の世界大会（広島）より

核兵器のない、平和で公正な世界を 原水爆禁止2019年
世界大会・長崎に
参加しよう

日 程

突
然
の
訪
問
で
も

ほ
と
ん
ど
の
お
宅

で
対
話
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